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１．ドラムセットの構造 

①バスドラム・・・大太鼓のようなもん 

②フロアタム・・・一番低い音が出るタム 

③スネアドラム・・・小太鼓のようなもん 

④ロータム・・・ハイタムとフロアタムの中間 

⑤ハイハットシンバル・・・オープンとクローズがある 

                 リズムの要 

⑥（左）クラッシュシンバル・・・シャーン!!! 

⑥（右）ライドシンバル・・・ハイハットシンバルに似てる！？ 

（４の右隣にあるのが）ハイタム・・・一番高いタム 



２．基本的なパターン 

「ドン！」がバスドラム、 「タッ」がスネア 



３．基本的なパターンにハットを付ける 

強弱が大事！ 

表（一小節を8分割した際の1 3 5 7の奇数）を強く！ 
裏（一小節を8分割した際の2 4 6 8の奇数）を弱く！が基本。 

ベロシティはバスドラムやスネアを１００とすると、 

ハイハットは３０～９０ぐらいにするのがいいらしい。 

 

 

 

 

これで８ビートが完成！ 

 

 

 



４．ハットじゃなくライドシンバルにしてみる 

基本的なパターンにハイハットではなく、ライドシンバルを使ってみる。 

どっち使うかは自由！ 

ペダルハイハットなどもいれると良い感じになる。 



５．オープンハイハットを使う 

オープンハイハットの音の長さはペダルハイハットの入れる位置 

によって変わる。（長く伸ばすか伸ばさないか） 

 

 

 

      伸ばす 

 

 

    伸ばさない                                                伸ばさない 

 



６．フィルインについて 

フィルインとは、曲中の繋ぎ目などに使われる、基本パターンから 

変化したフレーズのこと。主にスネアやタムを使う。 

 

 



７．その他の技法 

「ゴーストノート」・・・細かい音をはさんでノリの良さを出す。スネアに 

             使われる。 

 

 

 

        使わない                       使う  



「ロール」・・・スネアなどを叩いた反発を使って接続音を出す奏法。 


